
臨床皮膚・ 形成外科【 Stage 1】   

１ ．  実習の基本方針（ 目的・ 到達目標）  

【 一般目標】  

皮膚疾患・ 形成外科の基本的な知識・ 技能・ 態度を取得する ために患者の問診・ 診療を行い、 診

断治療方針の立案過程、 診療録の記載法・ 症例の呈示方法について学ぶ。 さ ら に形成外科手術手

技の適応についても 学習する 。  

【 行動目標】  

(1) 身体診察を行ない原発疹・ 続発疹の言葉で皮疹を正確に記載でき る 。  

(2) 代表的な皮膚疾患（ アト ピー性皮膚炎・ 蕁麻疹・ 乾癬・ 白癬・ 類天疱瘡・ 疥癬・ 基底細胞

癌・ 有棘細胞癌・ 悪性黒色腫・ 日光角化症など） の病態・ 診断・ 治療を説明でき る 。  

(3) 外来で簡便にでき る 検査（ KOH 法・ Tzanck 試験・ パッ チテス ト など） を実施でき る 。  

(4) 褥瘡・ 熱傷を含めた創傷を見て、その評価をする こ と ができ 、創の管理方法を説明でき る 。  

(5) 代表的な皮膚疾患（ 乾癬・ 扁平苔癬・ 水疱症・ 基底細胞癌・ 有棘細胞癌・ 悪性黒色腫など）

の病理組織を、 病理ス ラ イ ド を見ながら 説明でき る 。  

(6) 重症薬疹（ Stevens J ohnson 症候群/toxic epidermal necrolysis、 Drug induced hypers

ensit ivity syndrome） について病態・ 診断・ 治療・ 検査法について説明でき る 。  

(7) 手術見学・ 縫合実習を通じ て外傷初期対応について説明でき る 。      

(8) 手術見学・ 縫合実習を通じ て創痕のアフタ ーケアについて説明でき る 。  

２ ．  実習の方法（ 内容・ 行動指針）  

(1) 週替り で外来グループと 病棟グループに分かれる 。  

(2) 外来グループでは、「 皮膚科 1 診、 皮膚科腫瘍外来、 形成外科外来の各外来での診察・ 処

置・ 外来手術等の見学」 及び「 手術室での形成外科手術見学」 を行う 。 外来レポート 、 形

成外科手術レ ポート を提出する 。  

(3) 病棟グループでは、「 皮膚科病棟処置回診見学及び担当患者の診察・ 処置・ 手術見学」 を行

う 。 入院担当患者レポート を提出する 。  

(4) 実習最終日に、 プレ ゼン課題（ 初日のオリ エンテーショ ンで与えら れた課題） について、

7 分程度で発表する 。  

(5) 担当以外の患者の皮疹も 観察する よ う 努力する 。 重要疾患は鑑別診断も 含めて学習する 。 

(6) 手術見学については、 特に希望する 場合は、 形成外科患者の手術を優先的に見学でき る よ

う 配慮する 。  

(7) 評価は実習期間の学習態度、 口答発表などから 総合的に判断し て行なう 。  

３ ．  実習上の注意事項 

(1) 外来では、 必ず医師のそばで皮疹を観察し 、 触診なども 積極的に行なう こ と 。  

(2) 症例のプレゼンテーショ ンはメ モを見ないで発表する 。  

(3) こ の時間で不十分だと 思う 人は、 春休み、 夏休みに予め予約し て見学に来てく ださ い。 

４ ．「 医学生の臨床実習における 医行為と 水準」 の例示 

１ ） レ ベルⅠ： 指導医の指導・ 監視の下で実施さ れる べき  

皮疹、褥瘡の診察と 所見の記載。KOH 法、Tzanck 試験、ダーモス コ ピ ー等の検査。  

外用剤の塗布。  

２ ） レ ベルⅡ： 指導医の実施の介助・ 見学が推奨さ れる  

切開排膿、 外傷・ 熱傷の処置、 プリ ッ ク テス ト 、 皮内テス ト など、 侵襲を伴う 処置や 

検査 
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実習スケジュール 作成者　波多野豊
第第11週週

月月 火火 水水 木木 金金
77::0000

88::0000 ―

99::0000 ― 病棟実習

1100::0000 ―

1111::0000 ―

1122::0000 ―

1133::0000 ―

1133::3300 ― 褥瘡回診（担当医）

1144::0000 ―

1155::0000 ―

1166::0000 ―

1177::0000 ―

第第22週週 ＊＊初初日日のの集集合合時時間間・・場場所所・・月月曜曜日日８８：：３３００　　５５西西皮皮膚膚科科・・形形成成外外科科カカンンフファァレレンンススルルーームム

たただだしし月月曜曜がが休休日日のの時時、、火火曜曜８８：：３３００((皮皮膚膚科科学学医医局局前前))

月月 火火 水水 木木 金金
77::0000 ―

88::0000 ―

9：00、ミニレクチャー(波多野)

99::0000 ― 病棟実習

1100::0000 ―

1111::0000 ―

1122::0000 ―

1133::0000 ―

1133::3300 ― 褥瘡回診(担当医）

1144::0000 ―

1155::0000 ―

1166::0000 ―

1177::0000 ―

外来実習(後藤）又は
手術見学(清水・梅
木）

担当症例まとめ(波多
野）

8：30、オリエンテーション・
症例説明と担当者決定(病
棟医長)

外来実習(波多野)又
は手術見学（清水・
梅木）

外来実習(後藤）又は
手術見学(清水・梅
木）

外来実習（後藤・梅
木・清水・上原）

外来実習(波多野・清
水・上原）

回診・症例検討(受持
ち症例発表）

外来実習(後藤・梅
木・清水・上原）

外来実習(波多野・清
水・上原）

回診・症例検討

外来実習(波多野)又
は手術見学（清水・
梅木）

病理組織実習(後藤）
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